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提出者
T872-1202

住 所 大分県豊後高田市香々地4089番地
株式会社 菅組

氏 名 代表取締役 堤 俊之

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和5年度の産業廃葉物

処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

大分県知事 広瀬勝貞 殿

令和 6年 6月  10日

電話番号 0978-54-3311

株式会社 菅 組事業場の名称

豊後高田市呑々地4089番地事業場の所在地

06総合工事業事業の種類

令和5年4月 1～令和6年3月 31日産業廃 棄物処理計画 における

計    画    期   間

日標値

排出量

tt

tt

へ の

tt

t

17,351.l  t

14.95  t

処理委託量

業廃棄物処理計画における目標値

項 目 項 目

全処理委託量

目標値

再生利用業者への

処理委託量

自ら再生利用を行う

産業廃葉物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

認定回収業者以外の
熱回収を行う業者への

17,366.05  t

※事務処理欄

(日本工業規格 A列4番 )



t

5,108.42t

t

5,108.42t

t

t

実績値

5,118,77t

t

t

10。35t

計画の実施状況

理委託量

熱回収を行う業者への処
以外の

自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により
減量した量

③キ③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

項 目

量

⑥自ら再生利用を

(産業廃棄物の種類!   コンクジート )

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t
⑬

t

⑩のうち熱回収認定業者

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑭ 5,108.42  t

t

処理委託量

優良認定

t
③

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

5,108。42 t
⑩

t
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら直接撃立処分又は
海洋投入処分した量

③   10,35t

自ら直接
再生和!用した量

t
②

④のうち熱回収
を行った量

⑤
t

づ,
①
出量__Ⅲ…Ⅲ…
5,118,77t

有償物量

不要物等発生量

（鞘
Ю
副
）



970.55 t

t

975。 15t

t

t

t

4.6t

970.55t

t

t

実績値

計画の実施状況

委託量
業者への処理

①熱回収認定業者以外の

熟回収を行う業者への処
理委託量

⑥自ら再生利用を

自ら熟回収を行つた量

自ら中問処理により

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

良認定処理業者への

項 目

出量

(産業廃棄物の種類:   アスファルトコンクリート )

t⑭

⑫ 970.55   t

⑩のうち熟回収認定
業者への処理委託量

t
⑬

①のうち熱回収認定業者
以外の熟回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

970.55 t
⑩

処理業者への

処理委託量

t

ち優良認定

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
③

自ら中間処理によ
り減量した量

t
⑦

t

自ら中間処理した
量

t
②

自ら直接理立処分又は
海洋投入処分した量

4.6 t③

自ら中間処理
した量

自ら直接
再生利用した量

①のうち熱回収
を行つた量

⑤
t

出量

975,15t

有償物量

不要物等発生量

（消
Ю
引
）



t

t

10,246.57t

t

t

実績値

10,246.57t

t

t

t

10,246。 57t

計画の実施状況

の処理

熱回収を行う業者への処
量

出量

行つた量

自ら蕃生利用を

自ら熱回収を行つた量

減量した量
自ら中間処理により

⑥+◎自ら理立処分ヌは

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への

項 目

(産業廃葉物の種類:   が雄 )

③のうち熟回収認定業者
以外の熱回収を行う業者
への処理萎託量

t⑭

ち再生和〕用

10,246.57  t

⑩のうち熱回収認定

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

10,246.57 t
⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t

①

自ら中間処理した後
再生不ll用 した量

t
①

t

自ら直接
再生利用した量

t
②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

t
③

①のうち熱回収
を行った量

⑤
t

有償物量

10.246.57 t

不要物等発生量

（消
Ю
副
）



t

実績値

91.76t

t

t

t

t

91.76t

t

91,76t

t

計画の実施状況

認定処理業者への

を行う業者への処

自ら再生利用を

⑤自ら熱回収を行つた量

①自ら中間処理により
減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

収認定業者への処

項 目

①排出量

(産業廃棄物の種類:   木くず )

t

⑩のうち熟回収認定業者
以外の熱回収を行う業者
への処理委託量

t⑭

業者への処理委託量
再生利用

91。 76    t

①のうち熟回収認定

91.76 t
⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

直接及び自ら
中問処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
①

t
③

自ら中間処理した
後のア貴さ量

自ら中間処理
した量

自ら直接
再生和l用した量

t
②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤
t

排
一①
出量

91.76t

有償物量

不要物等発生量

（韻
〕
剛
）



t

t

t

701188,266.Ot

t

188,26   t

t

t

実績値

188.26t

t

計画の実施状況

自ら中間処理により

126.42

処理委託量
良認定処理業者への

⑫再生利用業者への処理
委託量

①黙回収認定業者への処
理委託量

回収認定業者以外の

項 目

②+①自ら再生利用を

自ら熱回収を行つた量

(産業廃棄物の種類:   石膏ボード )

④のうち熱回収認定業者
以外の熟回収を行う業者
への処理委託量

t⑭

ち再生和〕用

7016.07   t

⑩のうち熱回収認定

t

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t

⑪

し

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

t

直接及び自ら
中問処理した後の
処理委託量

7016.07 t
⑩

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
③

自ら直接
再生利用した量

t
⑫

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

t
③

④のうち熱回収
を行った量

⑤
七

有償物量

188.26t

（韻
］
副
）



t

49.72 t

t

49,72 t

t

t

実績値

49.72 t

t

t

t

計画の実施状況

業者への処理
委託量

理委託量

④熟回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

量

③自ら再生利用を

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により
減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は

良認定処理業者への

項 目

(産業廃棄物の種類:   金属くず )

t①

⑫ 49,72    t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t
⑬

⑩のうち熱回収認定業者
以外の熟回収を行う業者
への処理委託量

⑭のうち再生不il用

業者への処理委託量

中問処理した後の

49.72  t

び自ら

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t

①

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

t

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
①

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

t
③

自ら中間処理した
量

自ら中間処理
した量

自ら直接
再生利用した量

t
②

④のうち熱回収
を行つた量

⑤
t

出量

49.72 t

不要物等発生量

（消
］
副
）



t

t

t

実績値

178.55t

t

t

t

t

178。55t

t

計画の実施状況

ら埋立処分又は

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①黙回収認定業者への処

熱回収を行う業者への処
理委託量

項 目

②十③自ら再生利用を
行つた量

③自ら熟回収を行つた量

⑦自ら中問処理により

(産業廃棄物の種類:   廃プラ )

⑩のうち熟回収認定
業者への処理委託量

t
⑬

⑩のうち熟回収認定業者
以外の熱回収を行う業者
への処理委託量

t⑭

うち再生利用

58,75    t

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩

58,75  t

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t

①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

t

自ら中間処理した後
再生和1用した量

t
③

自ら中問処理した
後の残さ量

自ら中間処理
した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接理立処分又は
海洋投入処分した量

t
③

t
⑫

④のうち黙回収
を行った量

⑤
t

排出量
① 173 55t

有償物量

不要物等発生量

（沿
Ю
酎
）



t

t

t

t

t

t

113.07 t

t

118.lt

実績値

118.07 t

計画の実施状況

自ら熱回収を行つた量

白ら中問処理により

キ③自ら埋立処分又は

処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処
理委託量

熱回収を行う業者への処

項 目

②十③自ら再生利用を
行つた量

(産業廃棄物の種類:   ガラス・陶器くず )

⑩のうち熟回収認定業者
以外の熱回収を行う業者
への処理委託量

t⑭

118,07   t

t

⑩のうち熱回収認定

直接及び自ら
中開処理した後の
処理委託量

⑩

118.07  t

t

良認定

t
①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

t

自ら中間処理した後
再生不ll用した量

自ら直接
再生利用した量

t
②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

t
③

①のうち熟回収
を行つた量

⑤
t

蜂 _.___._...

118.07 t

有償物量

不要物等発生量

（韻
Ю
副
）



16,65 t

t

t

t

t

16.65 t

t

16。 7 t

t

実績値

計画の実施状況

ら熱回収を行つた量

自ら中間処理により

+◎自ら埋立処分又は

委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

以外の

理委託量
熟回収

項 目

量

②+⑥自ら再生利用を

(産業廃棄物の種類:   紙くず )

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t
①

t

以外の熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫
16.65   t

t

認定

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩

16.65  t

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
①

自ら直接
再生利用した量

t
②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

t
③

④のうち熟回収
を行つた量

⑤
t

16.6S t

,信

③
量

不要物等発生量

（淋
］
馴
）



t

201.05t

t

t

t

t

201,05 t

t

t

t

実績値

計画の実施状況

自ら再生利用を

自ら熟回収を行つた量

減量した登
自ら中間処理により

海洋投入処分を行つた量

十⑨自ら埋立処分又は

⑩全処理委託量

認定処理業者への

用業者への処理

委託量

項 目

量

(産業廃棄物の種類:   混合 )

⑩のうち黙回収認定業者
以外の熱回収を行う業者
への処理委託量

t⑭

⑩のうち再生利用
業者への処理萎託量

⑫
201.05   t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理萎託量

t
⑬

⑩

201.05147. t

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

t

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

t

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
③

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

t
③

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理
した量

自ら直接
再生利用した量

t
②

④のうち熟回収
を行つた量

③
t

出量

201.05t

償物量

不要物等発生量

（韻
中
副
）



t

t

t

t

t

t

t

0.73 t

0,78t

実績値

0.73 t

計画の実施状況

処理萎託量
良認定処理業者への

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熟回収認定業者への処
理委託量

以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

②+⑥自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熟回収を行った量

⑦自ら中間処理により
減量した豊

③+③自ら埋立処分又は

項 目

(産業廃棄物の種類 :繊維くず )

⑩のうち熟回収認定
業者への処理委託量

t
⑬

t

⑩のうち熱回収認定業者
以外の熟回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用

0,78    t

0。 7S t
⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t

①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委ヨ七量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
①

自ら中間処理によ
り減量した量

t
⑦

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

t
③

t

自ら中間処理
した量

會ら直接
再生利用した量

t
⑭

④のうち熱回収
を行つた量

⑤
t

0。 78t

蜂 ..___ぃ ぃ。_

有償物量

不要物等発生量

（識
〕
副
）



実績値

165.8t

t

t

t

t

165.8 t

t

165,St

t

t

計画の実施状況

ら中問処理により
した量

⑨自ら埋立処分又は

処理委託量
良認定処理業者への

業者への処理
委託量

理委託量

熱回収を行う業者への処
理萎託量

項 目

②+③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

(産業廃乗物の種類:   汚泥

③のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫
165.8    t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委話量

t
⑬

t

①のうち熱回収認定業者
以外の熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩

165.80  t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t

①

自ら中問処理した後
再生利用した量

t
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

tt

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

t
⑦

自ら直接
再生利用した量

t
⑫

自ら直接理立処分又は
海洋投入処分した量

t
③

t

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤
t

有償物量

165.8t

不要物等発生量

（鴻
Ю
引
）


